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　　人ロの動き

一12月1日現在一

男4，879（＋4）

女4，977（＋2）

計9，856（＋6）
世帯数2，344（一1）

　　（）前月比較

v　』7昭和58年12／10〃α304
948－01新潟県中魚沼郡川西町大字水ロ沢12番地　　（盈0257－68－3111）

　　　　　発行　町長南雲春雄　編集総務課文書広報係　印刷自南風社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鑛・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞭　　．，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、撒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撚醐躍蟻

聯

齪

爵

鞭

嚢鍵

鑛

嚢
遙
，

．
騰

灘
．瀦

糞
　
蔭
臨

欝

嚢麟
…i薩

繊

望

灘

謡

撫

難
灘
　
，

　
鑑蕪

　
　
、
・
懸
鐵
　
．

　
堀
　
灘
藤
灘

　
　
騨

　
　
　
　
藩
繋

臨
髄
纐

　
　
叢

藝

灘
．

灘

翻難経

　鑑
　

纏

，
　
醐

弊
、

澤
　
　
　
・

黙

爵㌔

縷

一12月の休日救急医

18日池田医院（本町西）
25日中条病院（中条）
29日山口医院（袋町）
30日富田医院（神明町）
31日大島医院（川原町）

　　　1月上旬の予定

　1日山口医院（下条）
　2日至誠堂医院（西浦町）
　3日池田医院（本町西〉
　8日山口医院（袋町）

年
写灘
　
仙
田
保
育
園
で
、
先
月
三
十
日
に
「
お
別

れ
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　
冬
の
間
は
、
降
雪
な
ど
に
よ
り
、
白
倉
の

園
児
た
ち
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
り
迎
え
す

る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
明
日
か
ら
は

九
人
（
男
四
人
・
女
五
人
）
と
お
別
れ
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
四
月
に
な
っ
た
ら
元
気
に
ま
た
き
て
ね
。

ひ
ま
わ
り
組
の
三
人
は
小
学
校
へ
行
く
の
で

今
日
が
最
後
で
す
よ
」
…
…
と
園
長
先
生
。

　
「
白
倉
の
お
と
も
だ
ち
さ
よ
う
な
ら
」

　
「
仙
田
保
育
園
の
お
と
も
だ
ち
さ
よ
う
な

ら
、
元
気
で
ね
」
。
園
児
た
ち
の
お
別
れ
の

言
葉
は
さ
わ
や
か
で
す
。

　
こ
の
後
、
お
楽
し
み
の
も
ち
つ
き
会
で
は
、

保
育
園
の
お
じ
さ
ん
と
近
く
の
工
場
の
工
場

長
さ
ん
か
ら
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な

が
キ
ネ
を
持
ち
ま
し
た
。

　
力
を
合
わ
せ
て
つ
い
た
も
ち
は
一
味
違
い

ま
す
。
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助役に南雲　守氏　、
　　　　　　　　　を選任
収入役には田ロー朗氏

　
南
雲
町
長
は
、
六
月
十
六
日
か
ら
五

か
月
間
空
席
と
な
っ
て
い
た
助
役
に
総

務
課
長
の
南
雲
守
氏
を
、
ま
た
、
十
一

月
十
四
日
に
任
期
が
満
了
し
、
勇
退
さ

れ
る
丸
山
収
人
役
の
後
任
と
し
て
、
企

画室

長
の
田
ロ
一
朗
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
選

任
し
た
い
と
し
、
議
会
の
同
意
を
求
め
、

議
会
で
は
、
こ
れ
を
同
意
し
ま
し
た
。

　
お
二
人
と
も
、
十
一
月
十
五
日
か
ら

そ
の
職
に
就
き
ま
し
た
。

議会

告報

　
第
八
回
町
議
会
臨
時
会
が
、
先
月
十
一
日
に
開
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
・
助
役
と
収
入
役
の
選
任
に
つ
い

て
の
同
意
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
一
般
会
計
補
正
予
算
、
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

⇔
可
決
さ
れ
た
も
の

▽
五
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
三
号
）

　
今
ま
で
の
予
算
に
、
四
千
六
百
九
十

七
万
一
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
二
十
八
億
四
千

八
百
四
十
八
万
八
千
円
と
し
ま
し
た
。
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歳
入
で
は
、
増
額
し
た
も
の
が
普
通

交
付
税
の
六
百
三
十
九
万
八
千
円
、
現

年
災
害
復
旧
費
補
助
金
の
千
二
百
一
万

六
千
円
、
地
域
休
養
施
設
食
事
料
の
二

千
三
百
二
十
三
万
七
千
円
、
道
路
橋
り

ょ
う
整
備
事
業
債
の
八
百
三
十
万
円
な

ど
で
す
。
減
額
し
た
も
の
に
は
地
域
環

境
整
備
事
業
費
補
助
金
の
五
百
五
十
二

万
七
千
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
増
え

た
も
の
が
地
域
休
養
施
設
運
営
費
関
係

の
二
千
三
百
二
十
三
万
七
千
円
、
道
路

新
設
改
良
費
関
係
の
九
百
十
七
万
七
千

円
、
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費
関

係
の
千
四
百
三
十
二
万
九
千
円
が
上
げ

ら
れ
ま
す
。
減
っ
た
も
の
に
は
地
域
休

養
施
設
費
関
係
の
七
百
七
十
四
万
七
干

円
が
あ
り
ま
す
。

▽
五
十
八
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
三
号
）

　
収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出
の
予
定
額

を
そ
れ
ぞ
れ
五
十
二
万
円
追
加
し
ま
し

た
。
消
火
栓
移
設
取
り
替
え
工
事
な
ど

を
行
う
た
め
の
補
正
で
す
。

南
雲
助
役
の
略
歴

＊
住
所
　
大
字
中
仙
田
甲
四
九
二
番
地

　
の
一

＊
生
年
月
日
　
昭
和
六
年
三
月
十
日
生

＊
経
歴
昭
和
二
十
一
年
仙
田
村
使
丁

二
十
三
年
仙
田
村
雇

二
十
七
年
仙
田
村
書
記

三
十
一
年
川
西
町
書
記

三
十
九
年
川
西
町
主
事

四
十
二
年
　
土
木
課
農
業
土
木
係
長

四
十
四
年
　
土
木
課
第
一
係
長

五
十
年
　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　
長

五
十
三
年
総
務
課
長

五
十
八
年
兼
ね
て
町
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　
長
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就
任
の
ご
あ

い
さ
つ

助
役
　
南

　
こ
の
度
、
図
ら
ず
も
川
西
町
助
役
に

選
任
を
い
た
だ
き
、
感
激
い
た
す
と
と

も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
を
痛
感
い
た
し
ま
す
。

　
国
、
地
方
自
治
体
と
も
に
財
政
的
に

厳
し
く
難
し
い
と
き
、
町
政
運
営
の
補

佐
役
と
し
て
、
私
ご
と
き
浅
学
非
才
の

身
が
そ
の
任
で
な
い
こ
と
は
よ
く
承
知

し
て
い
る
の
で
す
が
、
選
任
さ
れ
た
か

ら
に
は
全
能
力
を
傾
注
し
て
そ
の
職
に

雲

守

当
た
る
べ
く
、
覚
悟
を
新
た
に
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　
今
ま
で
も
町
職
員
と
し
て
、
皆
様
方

の
ご
指
導
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
な
お
い
っ
そ
う
の

　
　
　
　
ぺ
ん
た
つ

ご
指
導
、
ご
鞭
燵
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
町
で
は
町
長
以
下
一
丸
と
な
っ
て
、

厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
の
町
政
推
進

に
努
め
て
お
り
ま
す
。
大
な
り
小
な
り

町
民
各
位
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
も
あ
る

と
は
存
じ
ま
す
が
、
停
滞
を
許
さ
れ
な

い
行
政
、
向
上
を
目
ざ
し
て
の
行
政
の

た
め
と
、
深
い
ご
理
解
を
賜
り
た
い
の

で
あ
り
ま
す
。

　
第
四
次
総
合
開
発
計
画
が
審
議
会
の

手
で
策
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
き
、
町
の

発
展
策
を
た
く
さ
ん
盛
り
込
ん
で
い
た

だ
き
、
健
全
な
財
政
運
営
と
の
調
和
を

取
り
な
が
ら
、
町
が
住
み
よ
い
、
明
る

い
自
治
体
と
し
て
機
能
を
発
揮
で
き
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
過
疎
、
豪
雪
と
い
う
暗
い
面
を
、
ど

ん
な
形
で
克
服
、
解
消
し
て
ゆ
く
か
、

皆
様
方
の
英
知
が
結
集
さ
れ
る
も
の
と

期
待
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
各
位
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
切

に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
皆
様
方
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
祈
念
し
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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田
口
収
入
役
の
略
歴

＊
住
所
　
大
字
木
落
五
七
四
番
地

＊
生
年
月
日
　
大
正
十
五
年
六
月
四
日

　
生
＊
経
歴
昭
和
二
十
五
年
橘
村
書
記

四三三三三三
十十十十十十
三八六六二一
年年年年年年

川
西
町
書
記

税
務
係
主
任

税
務
係
長

財
政
課
税
務
係
長

財
政
課
長

収
入
役
室
長
、
副
収
入

　
　
　
　
役

四
十
九
年
産
業
課
長

五
十
四
年
建
設
課
長
業
企
画
室
長

五
十
七
年
企
画
室
長

丸山収入役の任期が満了
　丸山精二郎収入役の任期が、11月14日に満了しまし

た。

　同氏は、原田の出身で、昭和22年から町職員として

職務に励まれ、46年11月15日に企画室長から収入役に

就任されました。

　3期12年間にわたり、町の財政を手堅く運営され、

惜しまれながらの勇退でした。
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就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

収
入
役
　
田

　
前
収
入
役
の
丸
山
精
二
郎
氏
が
、
十

一
月
十
四
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

り
退
任
さ
れ
た
後
を
受
け
て
、
図
ら
ず

も
後
任
収
入
役
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
い
ま
さ
ら
な
が

ら
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
丸
山
氏
は
温
厚
な
お
人
柄
で
、
手
腕
、

力
量
と
も
た
い
へ
ん
に
優
れ
、
会
計
運

営
の
ベ
テ
ラ
ン
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、

力
不
足
の
私
が
果
た
し
て
こ
の
重
責
を

口

朗

全
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
懸

念
し
て
お
り
ま
す
。
幸
い
昭
和
四
十
三

年
四
月
か
ら
六
年
間
、
副
収
人
役
と
し

て
勤
務
し
、
こ
の
う
ち
丸
山
収
入
役
の

も
と
で
二
年
五
か
月
近
く
い
っ
し
ょ
に

働
く
機
会
が
あ
り
、
な
に
か
と
ご
指
導

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
仕
事

に
生
か
し
な
が
ら
、
懸
命
に
勉
強
し
て

い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
依
然
低
迷
す
る
社
会
情
勢
、
そ
し
て

行
財
政
と
険
し
い
前
途
が
予
想
さ
れ
る

折
か
ら
、
町
財
政
を
支
障
な
く
運
営
す

る
こ
と
は
容
易
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
ま

す
。
本
年
度
町
当
初
予
算
一
般
会
計
と

特
別
会
計
を
合
わ
せ
て
三
十
七
億
七
千

九
百
万
円
余
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
第
四
次
総
合
開
発
計
画
の
初
年
度

に
当
た
る
来
年
度
は
、
ま
す
ま
す
財
政

規
模
も
大
き
く
伸
び
る
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
　
こ
れ
ら
の
会
計
を
担
当
す
る
に
当
た

り
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
貴
重
な
税
金

を
最
も
有
効
に
、
誤
り
の
な
い
よ
う
に

処
理
す
る
の
が
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ

り
ま
す
。
南
雲
町
長
の
ご
指
導
と
練
達

な
会
計
職
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
至

ら
ぬ
身
で
は
あ
り
ま
す
が
ひ
た
す
ら
努

力
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
町
民
皆
様
の

何
分
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
よ
り
十
一

月
十
四
日
を
も
っ
て
川
西
町
収
入
役
を

退
任
い
た
し
ま
し
た
。
三
期
十
二
年
の

間
町
民
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の

下
に
今
日
ま
で
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
喜
び
、
か
つ
、

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
顧
み
れ
ば
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
、

ま
だ
終
戦
後
の
混
乱
が
続
く
中
で
橘
村

属
す
る
年
代
と
し
て
、
復
員
後
三
十
歳

近
く
に
な
っ
て
か
ら
の
地
方
公
務
員
生

活
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
異
例
の

永
年
勤
続
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
ご
ざ

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

丸
　
山

書
記
と
し
て
奉
職
し
、
さ
ら
に
三
十
一

年
九
月
、
四
町
村
合
併
に
よ
っ
て
誕
生

し
た
川
西
町
の
職
員
と
し
て
、
通
算
三

十
六
年
七
か
月
を
勤
務
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
戦
中
派
に

精
　
二
郎

い
ま
す
。
幸
い
健
康
に
恵
ま
れ
た
こ
と

と
、
関
係
皆
様
方
の
温
か
い
ご
指
導
、

ご
配
慮
の
た
ま
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
行
財
政
の
前
途
は
、
行
革
下
の
国

県
財
政
の
影
響
に
よ
り
必
ず
し
も
容
易

で
な
い
も
の
が
あ
り
、
ご
苦
労
が
多
い

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

根
津
町
政
を
継
承
し
た
南
雲
町
長
に
よ

っ
て
新
三
役
・
教
育
長
等
の
人
事
が
進

め
ら
れ
、
万
全
の
体
制
作
り
が
で
き
ま

し
た
の
で
、
議
会
な
ら
び
に
町
民
皆
様

の
ご
支
持
の
下
、
必
ず
難
関
を
克
服
し

て
町
勢
の
振
興
発
展
が
進
め
ら
れ
る
も

の
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
町
民
皆
様
方
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

し
て
、
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。
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轟ヨ

の
中
で
る
　
　
　
　
．
購

タ
馨
て
碁
．
密
ぞ
β

　
道
路
除
雪
協
力
会
の
総
会
が
、
先
月

三
十
日
に
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　
総
会
に
は
、
協
力
会
の
役
員
、
嘱
託

員
、
警
察
、
土
木
事
務
所
、
役
場
な
ど

の
担
当
者
が
出
席
し
、
今
冬
の
道
路
除

雪
計
画
に
つ
い
て
綿
密
な
検
討
を
し
ま

し
た
。

　
県
の
除
雪
計
画
に
よ
る
と
、
川
西
町

管
内
四
十
五
．
五
キ
ロ
の
国
県
道
が
対

象
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
前
年
度

と
同
じ
延
長
で
す
。

　
町
道
は
、
七
十
五
路
線
・
四
十
八
・

一
キ
ロ
で
、
前
年
度
よ
り
四
・
ニ
キ
ロ

増
え
て
い
ま
す
。

　
今
冬
も
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
生
活
道
路
を
確
保
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

r56豪雪」を教訓に………
56年2月1日・仁田地内の県道（春日照平さん撮影

除雪協力会の様子

ご
協
力
願
い
た
い
こ
と

　
安
全
で
ス
ム
ー
ズ
な
道
路
除
雪
の
た

め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
路
上
駐
車
は
全
面
禁
止

除
雪
作
業
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
除

雪
路
線
は
全
面
駐
車
禁
止
と
な
っ
て

　
い
ま
す
。

▼
屋
根
雪
の
始
末

県
の
道
路
交
通
法
施
行
細
則
で
、
道

路
上
に
雪
を
捨
て
る
こ
と
が
禁
止
さ

　
れ
て
い
ま
す
。
雪
下
ろ
し
な
ど
で
や

　
む
を
得
ず
道
路
上
に
雪
を
落
と
し
た

　
場
合
は
、
速
や
か
に
か
た
づ
け
て
く

　
だ
さ
い
。

▼
除
雪
機
械
に
近
寄
ら
な
い
で

除
雪
作
業
中
の
機
械
に
は
絶
対
に
近

寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
死
傷
事
故

　
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
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投票日は12月18日

十
二
月
十
八
日
は
、
衆
議
院
議
員
総

選
挙
・
目
薯
同
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

の
投
票
日
で
す
。

　
今
回
の
選
挙
は
、
私
た
ち
の
代
表
と

し
て
国
政
を
担
っ
て
く
れ
る
人
を
選
ぶ

た
い
せ
つ
な
選
挙
で
す
。

　
候
補
者
の
話
を
聴
き
、
選
挙
公
報
を

よ
く
読
み
、
よ
く
考
え
て
、
あ
な
た
自

身
の
た
い
せ
つ
な
一
票
を
棄
権
す
る
こ

と
な
く
、
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

◆
投
票
で
き
る
時
間

　
　
仙
田
地
区
は
午
後
四
時
ま
で

　
今
回
の
選
挙
は
、
投
票
で
き
る
時
間
9

を
一
部
の
投
票
所
で
変
更
し
て
あ
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
第
一
投
票
所
か
ら
第
九
投
票
所
ま
で

は
今
ま
で
ど
お
り
午
前
七
時
か
ら
午
後
『

六
時
ま
で
で
す
。

　
第
十
投
票
所
か
ら
第
十
六
投
票
所
ま

で
は
午
前
七
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
と
、

投
票
時
間
が
二
時
間
繰
り
上
げ
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
投
票
の
し
か
た

衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
用
紙
に

は
「
候
補
者
個
人
の
氏
名
」
を
は
っ
き

り
書
い
て
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
は
、

投
票
用
紙
に
審
査
さ
れ
る
裁
判
官
の
氏

名
が
印
刷
さ
れ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
や

め
さ
せ
た
い
人
が
あ
れ
ば
そ
の
氏
名
の

上
に
×
印
を
つ
け
、
そ
の
必
要
が
な
い

と
思
う
人
に
は
何
も
書
か
な
い
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
字
を
書
け
な
い
と
き
は

　
字
を
知
ら
な
か
っ
た
り
、
手
に
ケ
ガ

を
し
て
書
け
な
い
と
き
は
、
投
票
所
で

係
員
に
申
し
出
れ
ば
代
理
投
票
の
補
助

者
か
ら
代
筆
し
て
も
ら
え
ま
す
。
　
（
投

票
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
安
心
し

て
申
し
出
て
く
だ
さ
い
）

　
投
票
日
に
や
む
を
得
な
い
所
用
な
ど

で
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
投
票
日

の
前
日
（
十
二
月
十
七
日
）
ま
で
に
不

在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
を
す
る
人
は
、
印
鑑
を
持

参
し
て
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
い
で

に
な
れ
ば
、
そ
の
場
で
投
票
で
き
ま
す
。

時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で
で
す
。

◎
選
挙
管
理
委
員
会
は

　
　
　
役
場
の
三
階
で
す

　
選
挙
管
理
委
員
会
の
事
務
室
は
役
場

の
三
階
に
あ
り
ま
す
。

　
選
挙
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
盈
68

1
3
1
1
1
　
有
線
2
1
3
3
へ
。

「
き
～
ん

脚ね

国
民
年
金
保
険
料
は

　
　
　
　
　
年
末
調
整
さ

2
塾
撹
く
ー
し

　
D

国
民
年
金
の
保
険
料
が
税
金
控
除

の
対
象
に
な
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す

か
。
　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
年
末
調
整
の
と

き
、
自
営
業
者
な
ど
の
場
合
は
確
定

申
告
の
際
、
申
告
書
の
「
社
会
保
険

料
欄
」
に
今
年
納
め
た
保
険
料
額
を

記
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
額

が
ま
る
ま
る
所
得
額
か
ら
控
除
さ
れ
、

所
得
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　
十
二
月
は
年
末
調
整
の
月
で
す
か

ら
、
該
当
す
る
方
は
こ
の
手
続
き
を

忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
控
除
さ
れ
る
保
険
料
額

①
定
額
保
険
料

　
五
十
八
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
は

一
か
月
に
つ
き
五
千
二
百
二
十
円
、

四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
が
一
か
月
に

つ
き
五
千
八
百
三
十
円
、
定
額
保
険

料
を
一
年
間
納
め
た
場
合
は
六
万
八

千
百
三
十
円
で
す
。

②
付
加
保
険
料

　
五
十
八
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で

一
か
月
に
つ
き
四
百
円
、
付
加
保
険

料
を
一
年
間
納
め
た
場
合
は
四
千
八

百
円
で
す
。

③
そ
の
他
の
保
険
料

　
五
十
八
年
一
月
か
ら
十
二
月
の
間

に
未
納
保
険
料
、
前
納
保
険
料
、
追

　
　
　
　
れ
ま
す

納
保
険
料
な
ど
を
納
め
た
人
で
、
保

険
料
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
、
役
場

年
金
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
キ
チ
ン
と

納
め
ま
し
ょ
う

　
ち
ょ
っ
と
し
た
納
め
忘
れ
や
一
時

的
な
出
費
な
ど
の
た
め
に
、
保
険
料

が
未
納
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
よ

く
あ
り
ま
す
。
未
納
の
期
間
が
長
く

な
り
ま
す
と
多
額
の
保
険
料
を
ま
と

め
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
、
納
め
る
こ
と
が
さ
ら
に
難
し
く

な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
わ
ず
か
な

期
間
未
納
だ
っ
た
た
め
に
、
障
害
年

金
、
母
子
年
金
な
ど
が
も
ら
え
な
く

な
っ
た
例
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
月
々
の
保
険
料
は
キ
チ
ン
と
納
め

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
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民生委員の顔ぶれ（敬称略）　　誉』、齢陰、　　　＿　§て壬故婁古曲

茂
野
寅

一
さ
ん

地
域
福
祉
功
労
で
全
国
表
彰

　
茂
野
寅
一
さ
ん
（
下
平
新
田
）
が
、

十
月
士
一
百
付
で
、
全
国
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
茂
野
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
四
年
か
ら

二
十
四
年
間
、
民
生
・
児
童
委
員
と
し

て
、
町
の
社
会
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
長
年

の
ご
労
苦
に
対
し
て
の
表
彰
で

す
。　
「
た
だ
長
く
し
た
だ
け
で
、

表
彰
な
ん
か
…
…
」
と
茂
野
さ

ん
。

表
彰
状
を
手
に
茂
野
さ
ん

垂ミ多

民
生
委
員
の

い
っ
せ
い
改
選

　
今
年
は
三
年
に
一
度
の
民
生
委
員
の

い
っ
せ
い
改
選
が
あ
り
ま
し
た
。

次
の
方
々
が
十
二
月
一
日
付
で
就
任

し
、
地
域
の
社
会
福
祉
の
推
進
に
活
躍

さ
れ
ま
す
。

　
生
活
保
護
、
児
童
福
祉
、
母
子
・
寡

婦
福
祉
、
心
身
障
害
者
福
祉
、
老
人
福

祉
な
ど
、
社
会
福
祉
関
係
全
般
に
つ
い

て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

り

歳
末
た
す
け
あ
い
　
　
　
…

　
顔
に
笑
み
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
心
に
や
さ
し
さ
年
の
暮
れ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

〇，卿O停隔一一一，■一一一

共
同
募
金
運
動
は
、
毎
年
十
月
一

日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
三
か

月
間
、
全
国
的
に
実
施
さ
れ
、
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
十
二
月
一
日
か
ら
は
、
共
同
募
金
運

動
の
一
環
と
し
て
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
善
意
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

受
け
入
れ
は
社
会
福
祉
協
議
会
（
総
合

セ
ン
タ
ー
内
）
で
行
い
ま
す
。

氏　　名　　　　担当区域
宮　シヅ子　発電所通り西・東、永久

　　　　　　公舎、栄町、下平、山野

　　　　　　田住宅、県営住宅、朝日町

大渓　晶子　中島町、山野田、四郎兼、

　　　　　　東善寺、上町

南雲　　博　中央町、田中町、神社町、

　　　　　　学校町

南雲　　良　中屋敷、寺尾、木島

保坂　トシ　沖立

星名　富一　伊友、高原田

中村　健一　坪山、霜条、鶴吉

星名　イシ　上野第1・第2、下平新
　　　　　　田教員住宅

清水　リイ　上野第3、下平新田
押木　喜策　元町

内山　君江　新町新田

水品　　節　三領、小根岸

山家　清作　木落、寺ケ崎

小幡　正徳　塩辛、仁田

村越　利雄　野口、四十歩

田中三干子　原田、根深、下原

南雲ハルエ　中仙田

半田　利登　室島、藤沢

斎木　利栄　小脇

高橋　栄一　高倉

高橋　文治　田戸、越ケ沢

登坂　　直　赤谷

登坂　六郎　岩瀬、大倉

中村　　曙大白倉
片桐　一郎　小白倉

　　　　　　、　　　　　　，，

　　　　　　鷲博　　　　　　■
ミーi瑳

撒 獺簸鱗

　　　　　　螺

一
韓麟麟糞

彗
灘
瀞
譲
羅
盤
㎜
羅
擁
麟
灘
㎜
欝
灘
雛
雛
購
難
霧
㎜
羅
鱗
灘
羅
騰
淵
鱗
欄
鞭
灘
馨
難
難
灘

　
　
　
　
　
　

一
め

心
邑
正

　∞
　
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
丑
の
暮

れ
か
ら
翌
二
年
寅
に
か
け
て
の
、
仙

田
郷
十
五
か
村
の
倹
約
を
決
め
た
一

紙
の
古
文
書
が
残
っ
て
い
る
。
　
「
村

中
一
統
相
談
上
取
極
之
事
」
の
見
出

　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

し
に
始
ま
る
こ
の
村
極
め
は
、
百
姓

た
ち
の
自
主
的
な
誓
い
を
も
と
に
村

役
人
の
手
で
ま
と
め
ら
れ
て
、
郷
内

十
五
か
村
の
内
組
頭
（
区
長
）
あ
て

に
通
達
の
形
で
出
さ
れ
た
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。
二
十
一
か
条
か
ら
成
り
、

新
し
い
年
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
、

年
末
年
始
を
中
心
と
し
た
主
要
な
年

行
事
が
、
質
素
で
合
理
的
に
実
施
さ

れ
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
る
。

　
つ
い
最
近
ま
で
私
た
ち
が
取
り
組

ん
で
き
た
新
生
活
運
動
を
思
わ
せ
る

こ
の
村
極
め
は
、
仙
田
村
だ
け
で
な

く
て
、
江
戸
末
期
の
世
相
や
、
川
西

の
村
々
の
生
活
を
か
な
り
浮
き
彫
り

に
し
て
く
れ
る
得
難
い
民
俗
史
料
と

い
え
る
。

　
韓
箋
　
鑛
　
　
　
　
　
繋
　
　
　
　
　
　
騰
講
轟
，

　
毎
年
、
年
の
暮
れ
に
な
る
と
、
歳

暮
と
称
し
て
一
門
衆
や
知
人
の
間
で

酒
な
ど
の
配
り
ご
と
を
し
合
っ
て
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

た
が
、
考
え
て
み
る
と
、
呉
れ
る
ほ

　
も
ヒ
リ

う
も
貰
う
ほ
う
も
気
を
使
い
、
出
費

が
か
さ
ん
で
容
易
で
な
い
。
だ
か
ら
、

こ
の
や
り
と
り
は
当
年
か
ぎ
り
と
し
、

来
年
の
暮
れ
か
ら
は
一
切
の
配
り
ご

と
を
見
合
わ
せ
る
。

　
正
月
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
身
分
不

相
応
な
衣
装
を
身
に
着
け
る
こ
と
は

や
め
よ
う
。
身
代
の
よ
ろ
し
い
者
は

別
と
し
て
、
百
姓
た
る
者
は
布
木
綿

の
ほ
か
結
構
な
衣
類
を
着
て
は
い
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
髪
は
藁

で
結
ぶ
こ
と
。
た
だ
し
、
女
の
髪
飾

り
は
紙
製
の
品
に
か
ぎ
り
こ
れ
を
用

い
て
も
よ
い
。

　
正
月
に
は
、
煮
付
物
や
魚
類
等
を

配
っ
て
年
始
の
行
き
来
を
し
た
が
、

以
後
、
こ
う
し
た
仁
義
は
一
切
し
な

い
。
本
家
と
家
持
ち
、
巻
、
親
類
の

間
で
呼
び
、
呼
ば
れ
し
た
「
春
酒
盛
」

も
来
年
か
ら
は
取
り
や
め
る
。
大
酒

　
の
を
呑
ん
で
酔
っ
払
っ
た
り
、
多
弁
酔

狂
な
行
為
を
し
て
他
人
に
迷
惑
を
か

け
た
り
し
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
し
め
な
わ

　
歳
の
神
の
儀
・
七
五
三
縄
・
門
松

は
今
ま
で
小
走
り
が
戸
毎
に
集
め
て

歩
い
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
各
自
が
斎

場
に
持
参
し
て
納
め
る
こ
と
。
ま
た
、

正
月
の
飾
り
の
た
め
に
大
事
な
若
木

　
き
を
伐
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
人
か
ら

貰
い
受
け
て
も
な
ら
な
い
。

　
お
庚
申
様
の
と
き
、
こ
れ
ま
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
随
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瞭
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ふ

　
妻
有
地
方
は
、
古
来
、
越
後
布
、
越

後
縮
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
農
家
の

大
部
分
は
副
業
と
し
て
ハ
タ
織
り
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
担
い
手
は

ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
、
農
作
業
の
合
間

に
苧
（
カ
ラ
ム
シ
）
を
栽
培
し
、
雪
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
う

閉
ざ
さ
れ
る
冬
の
間
は
も
っ
ぱ
ら
苧
績

み
や
ハ
タ
織
り
（
イ
ザ
リ
バ
タ
）
に
努

め
、
そ
の
収
入
は
家
計
の
大
き
な
支
え

に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ハ
タ
仕
事
が
で
き
る
こ
と
が

嫁
の
絶
対
条
件
と
さ
れ
、
ハ
タ
織
り
が

上
手
な
ほ
ど
良
い
嫁
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
娘
た
ち
は
幼
い
う
ち
か
ら

苧
績
み
や
ハ
タ
織
り
を
習
い
、
織
っ
た

布
を
神
社
に
奉
納
し
た
り
、
黒
姫
参
り

を
し
て
技
術
の
向
上
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
織
り
上
げ
ら
れ
た
高
品
質

の
越
後
縮
は
、
武
家
や
公
家
に
愛
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
盛
時
（
江
戸
時
代

後
期
）
に
は
年
間
二
十
万
反
も
の
生
産

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
筋
敷
江
戸
時
代
の
末
ご
ろ
に
絹

縮
．
高
機
が
出
現
す
る
と
、
ハ
タ
仕
事

の
主
役
を
こ
れ
ら
に
ゆ
ず
り
、
越
後
縮
、

イ
ザ
リ
バ
タ
は
、
一
部
の
地
域
を
除
い

て
、
明
治
の
終
わ
り
ご
ろ
に
は
姿
を
消

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

今
で
は
、
そ
の
道
具
も
、
技
術
も
ほ
と

ん
ど
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

産業別の最低賃金

食料品製造業
1日　3，465円
（時間給の人は1時間434円）

※軽易な業務に主として従事する

人は、新潟県最低賃金の3，151円

（時給者394円）を適用

実施日　58年12月15日

出版・印刷・同関連産業

1日　3，634円
（時間給の人は1時間455円）

※技能習得中の人、軽易な業務に

主として従事する人は、3，288円
（時給者411円）

実施日　58年12月15日

　
そ
こ
で
、

●
苧
畑
が
あ
り
、
苧
を
取
っ
た
こ
と

●
苧
績
み
を
し
た
こ
ろ
の
様
子

　
あ
い
●
藍
そ
の
他
の
草
木
を
使
っ
て
染
め
も

　
の
を
し
た
こ
と

●
苧
や
糸
を
雪
ざ
ら
し
し
た
こ
と

●
糸
ご
し
ら
え
や
イ
ザ
リ
バ
タ
織
り
の

　
こ
と

●
苧
を
い
ろ
い
ろ
に
利
用
し
た
こ
と
（

　
ヘ
ソ
ノ
オ
、
魚
網
、
ア
ン
ギ
ン
な
ど
）

●
苧
以
外
の
植
物
繊
維
を
利
用
し
た
こ

　
と
（
ア
カ
ソ
、
コ
ウ
ゾ
、
イ
ラ
ク
サ

　
な
ど
）

●
こ
れ
ら
に
関
係
あ
る
道
具
の
こ
と

●
信
仰
、
年
中
行
事
な
ど
と
の
か
か
わ

　
り
な
ど
に
つ
い
て
、
経
験
の
あ
る
方
、
知

識
の
あ
る
方
、
あ
る
い
は
そ
う
い
う
方

を
知
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
歴
史
民
俗
資
料
館
ま
で

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
a
68
－
2
1
2
8
　
有
線
3
0
9
4
）

・小売業卸売業
1日　3，385円
（時間給の人は1時間424円）

※飲食店、清掃、かたづけ、賄い

に主として従事する人は、新潟県

最低賃金の3，151円（時給者394
円）を適用

実施日　58年12月15日

　　　購
、難

欄
摘
豫

難震

随祝
言
や
葬
式
の
よ
う
な
大
振
舞
を
し
、

親
類
や
近
し
い
人
の
間
で
呼
び
、
呼

ば
れ
が
多
く
、
決
め
を
破
っ
て
イ
ッ

ッ
ォ
ケ
ェ
（
可
能
な
か
ぎ
り
）
の
ゴ

ッ
ツ
ォ
を
す
る
家
も
あ
り
、
な
か
な

か
容
易
で
な
い
。
今
度
か
ら
お
客
は

徒
衆
（
講
員
）
一
人
と
し
、
相
伴
人

・
子
ど
も
・
勝
手
や
働
き
衆
な
ど
は

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
い

招
待
し
な
い
。
伊
勢
詣
り
の
饅
別
や

留
守
見
舞
は
し
な
い
こ
と
に
し
、
上

方
振
舞
も
見
合
わ
せ
る
。

　
婿
も
う
し
・
嫁
も
う
し
の
儀
は
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
そ

合
わ
せ
る
。
た
だ
し
、
他
地
か
ら
入

来
し
た
者
は
、
分
限
（
身
分
）
よ
り

も
軽
く
し
、
従
前
の
も
て
な
し
を
半

減
し
て
振
る
舞
っ
て
も
よ
い
。

　
祭
礼
ご
と
や
、
堂
庵
で
し
て
き
た

　
　
　
　
と
き

茶
事
、
お
斎
な
ど
は
一
切
を
見
合
わ

　
　
　
　
　
　
　
と
う
み
ょ
う

せ
る
。
た
だ
し
、
御
燈
明
は
献
じ
、

信
心
は
怠
り
な
く
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
鎮
守
様
で
は
老
若
男
女
と
も

風
紀
を
乱
し
、
悪
や
が
き
や
ワ
ル
サ

を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
み
ね
ん
ぷ
つ

　
婚
礼
・
仏
事
・
死
産
・
頼
念
仏
・

三
月
と
五
月
の
節
句
・
盆
施
行
等
は

こ
れ
ま
で
の
半
減
と
す
る
。
た
だ
し

御
寺
や
御
名
号
様
へ
の
御
布
施
は
で

き
る
だ
け
ガ
イ
（
多
く
）
に
包
む
こ

と
。
味
噌
配
り
や
、
そ
の
際
の
飲
み

食
い
．
配
り
物
、
六
月
十
七
夜
・
名

月
等
の
食
い
物
等
は
こ
れ
ま
で
の
半

減
と
す
る
。

　
こ
じ
き

　
乞
食
や
物
貰
い
等
が
来
て
も
、
穀

物
を
呉
れ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し

　
　
　
た
ぐ
い

こ
れ
ら
の
類
の
来
た
日
が
仏
の
供
養

日
に
当
た
る
家
は
、
信
心
に
反
し
な

い
範
囲
で
チ
ッ
ト
バ
カ
め
ぐ
ん
で
も

よ
い
。
し
か
し
、
こ
の
連
中
に
は
一

夜
の
宿
も
貸
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
凶
作
や
災
難
に
備
え
て
、
ふ
だ
ん

は
雑
穀
を
常
食
と
し
、
米
は
や
た
ら

に
食
わ
な
い
。
村
中
が
家
業
を
第
一

に
心
得
て
働
き
、
い
ま
し
め
、
助
け

合
い
、
ノ
メ
シ
モ
ン
（
な
ま
け
者
）

を
出
さ
な
い
こ
と
。

　
以
上
の
と
お
り
取
極
め
た
か
ら
に

　
　
　
　
　
　
こ
ば
も
ん

は
、
大
小
百
姓
・
小
前
に
至
る
ま
で

固
く
相
守
る
。

　
苦
し
い
生
活
を
信
仰
に
す
が
り
、

士
農
工
商
の
階
級
で
下
だ
け
を
見
て

生
き
た
人
た
ち
に
と
っ
て
、
さ
さ
や

か
な
年
行
事
や
飲
み
食
い
、
呼
び
・

呼
ば
れ
は
、
ま
た
と
な
い
楽
し
み
で

あ
っ
た
。
そ
れ
を
こ
と
あ
げ
す
る
こ

と
も
で
き
ず
に
あ
き
ら
め
、
年
末
年

始
を
貧
し
く
過
ご
し
た
百
姓
た
ち
の

胸
中
が
思
い
や
ら
れ
る
。

　
不
況
の
世
の
中
に
あ
っ
て
も
、
私

た
ち
は
今
、
ぜ
い
た
く
の
か
ぎ
り
を

尽
く
し
て
行
く
年
・
来
る
年
を
幸
福

に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
だ

け
に
、
現
代
の
価
値
観
で
は
理
解
に

苦
し
む
内
容
も
多
い
が
、
見
方
に
よ

っ
て
は
、
お
ご
れ
る
私
た
ち
へ
の
警

鐘
と
も
受
け
と
れ
て
貴
重
で
あ
る
。

囹
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

新
潟
川
西
農
協
・
山
岸
真
治

囹
提
供
資
料

『
あ
ぜ
み
ち
（
地
域
農
業
の
進
路
に

賭
け
た
営
農
指
導
員
の
記
録
）
』

　　　　　　　　　　　　　　灘轟

轟
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　今年の初雪は11月26日の午後か

ら降り出し、27日の朝には約30cm

余り積もりました。あたりが白く

なると風も一段と冷たくなります。

　11月16日には交通死亡事故が起

こり、町内での死亡事故ゼロの日

は522日でストップしてしまいま

した。忘・新年会などの時期で、

酒を飲む機会が多くなりますが、

飲酒運転は絶対にしないように。

　今年は火災も多く発生していま

す。どれもrついウッカリ」が原

因です。電話や来客のあったとき

は、火を消してから対応しましょ
う。

砦Φ蝉褻眺鰯
　12月11日～1月10日
～ゆずり合いやさしく走ろう冬の道～

　　　　　　　　　　　　　纏
　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　醗　　　　　　　　　　需

　　　　　　　　　慧
　　　　　　　　蕪

　　　　　　　整　　　　　　縷　　　　　霧

　　　　欝　　　き　　　　　熊

　冬の道路を利用するすべての人

たちがミゆずり合いとやさしさ妻

の気持ちを持って、正しい交通ル

ールとマナーに努めましょう。

合
同
竣
工
式
に

　
百
八
十
人
が
出
席

　
五
十
八
年
度
の
建
設
事
業
を
ま
と
め

　
　
　
し
ゅ
ん

て
の
合
同
竣
工
式
を
、
先
月
十
八
日
に

総合セン

タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

　
対
象
事
業
の
総
額
は
七
億
円
余
り
、

出
席
者
は
百
八
十
人
で
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐘
　　　　　　　　　　　　　　　　　臨蘂
　　　　　　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　　　　　　灘
　　　　　　　　　　　　　　慧　　　　　　　　　　　　　　鑛　　　　　　　　　　　　　蒙　　　　　　　　　　　　嚢
　　　　　　　　　　翻　　　　　　　　　懸　　　　　　鑑　　欝鷲
雛

感謝状は4人の方々へ

r今夜は大阪で寝ます……」

俵
孝
太
郎
先
生

　
　
商
工
会
館
で

　
　
　
熱
弁
を
振
る
う

　
政
治
評
論
家
で
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ

ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
お
な
じ
み
の

俵
孝
太
郎
先
生
が
、
先
月
二
十
七
日
に

商
工
会
館
で
講
演
を
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
川
西
町
商
工
会
が
お
招
き

し
た
も
の
で
す
。

　
先
生
は
、
総
選
挙
後
の
政
治
動
行
や

難
難
難
羅
灘
難
饗
灘
難
難
灘
難
難
難
　
羅
難
難
難
羅
難
難
鑛
羅
灘
灘
羅

経
済
情
勢
な
ど
に
つ
い
て
、
二
時
間
余

り
に
わ
た
り
熱
弁
を
振
る
い
、
そ
の
土

地
に
合
っ
た
産
業
の
振
興
が
必
要
で
あ

る
と
結
び
ま
し
た
。

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展

　
先
月
十
二
日
、
十
三
日
に
総
合
セ
ン

タ
ー
で
、
川
西
町
美
術
協
会
に
よ
る
ア

ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

町
の
芸
術
家
た
ち
が
、
こ
の
日
を
目
標

に
制
作
し
た
も
の
で
、
力
作
ぞ
ろ
い
で

し
た
。
ー
　
　
、
難
馨
鍵
鰍
籍
測
摺

鰯
鵜
鞭
鞭
灘
、
鰹
灘
縫

平野先生が解説
騨

　　　雛鰍擬
町
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
第
十
三
回
町
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
、
先
月
二
十
日
に
総
合
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
十
六
チ
ー
ム
の

熱
戦
の
結
果
は
、
優
勝
役
場
、
二
位
渋

海
オ
ー
ル
ド
、
三
位
は
パ
パ
・
マ
マ
と

橘
B
チ
ー
ム
で
し
た
。

飲
酒
運
転
は

　
　
モ
ラ
ル
の
間
題

常
に
、
心
身
と
も
に
万
全
の
状
態
で

ハ
ン
ド
ル
を
握
る
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
で

あ
る
以
上
、
必
ず
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
モ
ラ
ル
の
一
つ
で
す
。

　
道
路
交
通
法
は
「
何
人
も
酒
気
を
帯

び
て
車
両
等
を
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
そ
う
と
知
り
な
が

ら
、
酒
を
飲
ん
で
車
を
運
転
す
る
こ
と

は
、
最
も
恥
ず
べ
き
行
為
で
す
。

　
飲
酒
運
転
は
、
ほ
か
の
犯
罪
に
比
べ

て
執
行
猶
予
が
少
な
く
、
実
刑
、
厳
罰

主
義
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
飲
酒
運

転
で
罰
せ
ら
れ
る
の
は
ド
ラ
イ
バ
ー
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
上
の
人
な
ど

が
、
酒
を
飲
ん
で
い
る
人
に
車
の
運
転

を
強
要
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
酒
を
勧
め
る
こ
と
も
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
飲
酒
運
転
を
な
く
す
た
め
に
は
、
家

庭
や
職
場
、
地
域
社
会
な
ど
で
、
　
“
飲

ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま
な

い
、
飲
ま
せ
な
い
”
と
い
う
鉄
則
を
確

立
す
る
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ

ら
に
も
増
し
て
た
い
せ
つ
な
の
は
「
私

は
絶
対
に
飲
酒
運
転
は
し
な
い
」
と
い

う
ド
ラ
イ
バ
ー
の
自
覚
で
あ
る
こ
と
は
、

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

離
簾
犠
懲
鍛
繍
撲
灘
篠
雛
懸
齪
麟
輔
騨
鍵
雛
勲

　
騰
欝
繊
難
灌
懸
雛
　
懸
簿
幾
馨
獺
撚
蟻
雛
繊
・
繍
響
嬬
繊
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薫。

峯

　
川
西
町
で
は
、
今
年
す
で
に
九
件
（

十
一
月
末
現
在
）
の
火
災
が
発
生
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
例
年
に
な
い
発
生
状
況

で
す
。
昨
年
は
三
件
で
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
火
気
の
使
用
が
多
く
な

り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
、

不
注
意
か
ら
火
災
は
発
生
し
て
い
ま
す

の
で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
雪
に
よ
り
、
消

火
活
動
な
ど
に
支
障
が
出
や
す
い
季
節

と
な
り
ま
す
。
現
在
川
西
町
に
は
防
火

水
槽
が
百
十
六
基
、
消
火
栓
が
百
四
十

一
基
あ
り
、
消
防
機
関
の
み
で
除
雪
な

ど
を
行
い
水
利
確
保
を
す
る
こ
と
は
困

難
な
状
態
で
す
。
各
町
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
消
防
水
利
に
つ
き
ま
し
て
は
、

皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
確
保
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
例
年
、
雪
に
よ
る
ガ
ス
漏
れ
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
ガ
ス
容
器
や
屋
外

配
管
の
雪
囲
い
、
除
雪
な
ど
の
防
火
措

置
を
十
分
取
ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
（
川
西
分
遣
所
）

料
理
飲
食
等
消
費
税
の

　
　
公
給
領
収
証
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う

　
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で
、
料
理
店
、

飲
食
店
、
旅
館
、
バ
ー
な
ど
を
利
用
さ

れ
た
と
き
は
、
忘
れ
ず
に
公
給
領
収
証

を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

　
公
給
領
収
証
は
次
の
場
合
に
交
付
さ

れ
ま
す
。

⇔
飲
食
店
（
婦
女
の
接
待
を
伴
わ
な
い

　
も
の
）

　
一
人
一
回
の
料
金
が
二
千
五
百
円
を

超
え
た
と
き
…
…
料
金
が
一
〇
％

⇔
料
理
店
、
バ
i
、
飲
食
店
（
婦
女
の

　
接
待
を
伴
う
も
の
）

　
利
用
料
金
の
全
額
に
対
し
…
…
一
〇

％

⇔
旅
館
、
ホ
テ
ル

①
一
人
一
泊
二
食
の
料
金
が
五
千
円
を

超
え
る
場
合
は
二
千
円
（
五
十
九
年
一

月
一
日
以
後
は
二
千
五
百
円
）
を
控
除

し
た
残
り
の
額
の
一
〇
％

②
宿
泊
者
の
追
加
飲
食
、
夜
食
、
昼
食

な
ど
、
ま
た
日
帰
り
者
の
休
憩
お
よ
び

飲
食
は
利
用
料
金
が
二
千
五
百
円
を
超

え
た
と
き
．
・
・
…
料
金
の
一
〇
％

※
公
給
領
収
証
は
、
会
計
が
明
朗
に
な

り
、
税
金
上
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に
役
立

ち
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
、
十
日
町
財

務
事
務
所
間
税
係
（
魯
57
1
5
5
1
1
）

へ
。

叢あ
蒙た
毫のし

嚢体
蔑識
　　響撫灘辮

　木山落

家

勝

　
山
家
勝
一
さ
ん
（
木
落
）
が
、
十

月
二
十
五
日
か
ら
十
一
月
十
二
日
ま

で
、
新
潟
県
青
年
農
業
士
海
外
研
修

団
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
地
の
農
業
に
触
れ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
研
修
は
、
県
が
行
っ
て
い
る

も
の
で
、
近
代
的
農
業
の
担
い
手
と

な
る
青
年
農
業
士
を
海
外
に
派
遣
し
、

国
際
的
な
視
野
を
広
げ
、
体
験
を
豊

か
に
し
、
そ
の
成
果
を
地
域
農
業
の

発
展
に
生
か
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目

的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
家
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
四
年
に

新
潟
県
青
年
農
業
士
（
水
稲
・
き
の

こ
）
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
農
業
に
触
れ
て

　
研
修
先
は
、
イ
ギ
リ
ス
三
日
間
、

西
ド
イ
ッ
九
日
間
、
オ
ラ
ン
ダ
三
日

間
、
フ
ラ
ン
ス
が
二
日
間
で
し
た
。

　
農
家
研
修
と
し
て
、
西
ド
イ
ツ
・

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
郊
外
の
農
家
で
六
日
間

過
ご
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
感
じ
た

こ
と
を
書
い
て
み
ま
す
。

　
私
が
泊
ま
っ
た
農
家
は
、
親
子
五

人
家
族
の
と
こ
ろ
で
し
た
。
耕
作
面

積
が
六
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
複
合
農

家
で
、
肥
育
牛
六
十
五
頭
く
ら
い
に
、

穀
物
（
麦
類
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）
、

ビ
ー
ト
（
砂
糖
大
根
）
、
牧
草
と
い麦の収穫作業

．
フ
作
目
の
農
作
業
を
家
族
労
働
力
で

こ
な
し
て
い
ま
し
た
。
う
ま
く
作
目

を
輪
作
し
て
労
力
を
配
分
し
て
い
ま

す
。
　
家
庭
生
活
は
、
日
本
と
違
っ
て
非

常
に
質
素
で
、
日
本
の
よ
う
に
副
食

物
が
数
品
あ
る
わ
け
で
な
く
、
野
菜

な
ど
も
日
本
で
は
等
外
品
の
よ
う
な

も
の
、
家
庭
で
捨
て
る
よ
う
な
も
の

を
食
卓
に
出
し
て
い
ま
し
た
。

　
一
般
的
な
日
常
生
活
は
非
常
に
清

潔
で
、
一
つ
の
作
業
が
終
わ
る
た
び

に
機
械
の
掃
除
を
し
、
衣
服
も
す
べ

て
作
業
着
か
ら
家
庭
着
に
着
替
え
て

い
ま
し
た
。

　
農
家
で
の
実
習
内
容
は
、
ち
ょ
う

ど
日
本
と
同
じ
農
閑
期
に
当
た
り
、

ビ
ー
ト
後
の
麦
の
種
ま
き
、
肉
牛
の

え
さ
く
れ
な
ど
が
日
課
で
し
た
。

　
三
週
間
近
い
研
修
を
終
え
て
全
体

の
感
想
を
い
い
ま
す
と
、
農
業
は
、

肉
体
労
働
が
な
く
、
機
械
に
よ
る
体

系
に
な
っ
て
い
て
、
機
械
も
て
い
ね

滞在先のヴェツミラーさんの家で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞳

い
に
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
、
人
間

性
で
は
、
勤
勉
で
あ
る
こ
と
に
感
心

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
が
き

れ
い
に
整
備
、
清
掃
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
公
共
施
設
を
大
事
に
使
用
し
て

い
る
こ
と
に
も
感
心
し
ま
し
た
。

　
家
に
は
す
べ
て
地
下
室
が
あ
り
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
用
心
に
食
糧
を

確
保
し
て
い
る
こ
と
も
驚
い
た
一
つ

で
す
。
そ
れ
に
ど
の
農
家
も
ト
ラ
ッ

ク
が
な
く
、
ト
レ
ー
ラ
ー
で
そ
の
代

用
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

　
研
修
で
の
貴
重
な
体
験
を
生
か
し
、

地
域
農
業
の
発
展
に
取
り
組
み
ま
す
。
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　松漿纏
　1雛欝繋雛繕…難i業i態繋雛

難鐵難養灘穀騰葉i鞠懇ぽ，
謙懸逡織i畿灘灘縁叢饗識，蕪叢織

翻瞬灘籔欝灘欝叢懇鑛業慧慧懇

獺蒙鐵騰繋騰
　塁欝慧麟翻灘襲構繋樂嚢懸嚇

麟隈繊懸灘雛灘難蝶叢総叢叢

鵡
　懇灘騰壌1灘難雛鵜麟麟葺濾

騨老癒馨謙繊。

冬
期
ゴ
ミ
収
集
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

十
二
月
か
ら
三
月
ま
で
は
、
冬
期
ゴ

ミ
収
集
計
画
に
よ
り
ゴ
、
、
・
を
収
集
し
ま

す
。降雪で

車両の

通
行
が
困
難
な
一
部

の
地
区
で
は
、
収
集
計
画
か
ら
外
し
て

最
寄
り
の
地
区
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
利
用
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

そ
の
地
区
で
は
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
管
理
さ
れ
て
い
る
地
区
と
十
分
相
談

の
う
え
、
適
正
な
処
理
を
し
て
く
だ
さ

い
。

ゴ
ミ
出
し
の
注
意
事
項

①年

末
は
十
二
月
三
十
日
ま
で
収
集
、

年
始
は
一
月
四
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

②
ゴ
ミ
は
朝
八
時
三
十
分
ま
で
に
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。
（
前
日
、
夜
間
、
収

　
集
後
に
は
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
）

③
収
集
日
が
祝
日
の
と
き
は
次
回
送
り

　
と
な
り
ま
す
。

④粗大ゴミ

（
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗

　
濯
機
な
ど
）
は
収
集
し
な
い
の
で
、

　
夏
期
収
集
ま
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
前
後
五
メ
ー

　
ト
ル
以
内
に
は
駐
車
し
な
い
で
く
だ

　
さ
い
。

⑥
事
業
所
の
ゴ
ミ
は
各
自
で
処
理
を
す

　
る
の
が
原
則
で
す
が
、
処
理
場
の
な

　
い
事
業
所
分
に
つ
い
て
は
高
城
沢
で

　
一
時
保
管
し
ま
す
。
消
雪
後
霧
谷
埋

　
立
地
へ
再
運
搬
し
て
い
た
だ
く
こ
と

　
が
条
件
で
す
。

　
冬
期
の
ゴ
ミ
収
集
は
積
雪
等
で
非
常

に
苦
労
し
ま
す
。
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
確
保
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

20日までに入園申請を

　59年度の幼稚園児・保育園児

　川西幼稚園と各保育園の59年度入園申

請を、次により受け付けます。

◇申請書提出期限　12月20日

◇募集人員・申請書の提出先

　別表のとおり

［＞保育園入園の要件

　児童福祉法によって、保育所は保護者

の労働、または疾病等の事由で、家庭に

おいて保育に欠ける児童を保育するとこ

ろ、と決められています。

［＞保育園の申請書には、次の書類を添付

してください。

＊父母または祖父母で、勤め人のいる家

　庭は、事業主発行の勤務証明書

＊父母または祖父母が内職をしている家

　庭は、事業主発行の内職証明書

＊病人のいる家庭は、医師の診断書

〉注意事項

＊心身の障害などで、団体生活ができな

　い人は入れません。

＊在園中で引き続き入園を希望する人も

　申請してください。

＊入所希望児が2人以上のときは、各児

　童ごとに申請してください。

＊家庭状況をお聞きしますので、申請書

　は家族がお持ちくださるように。

　別表　園児受け付け案内

水
道
の
凍
結
に
ご
注
意

雪
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
水
道
の

凍
結
は
や
っ
か
い
な
も
の
で
す
。
ま
ず
、

凍
ら
せ
な
い
心
が
け
が
た
い
せ
つ
で
す

（
水
を
細
く
出
し
て
お
く
と
か
凍
結
防

止
器
の
取
り
付
け
な
ど
を
）
。

　
万
一
凍
っ
た
場
合
は
、
ぬ
る
ま
湯
を

掛
け
て
く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
掛
け
る
と

管
や
蛇
口
が
損
傷
し
ま
す
の
で
十
分
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
蛇
口
の
異
常
音
は
漏
水
に
よ
る
も
の

が
多
い
の
で
、
音
に
も
気
を
配
っ
て
く

だ
さ
い
。
精
神
衛
生
相
談
が

　
　
あ
　
り
ま
す

　
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
昧
、
眠
れ
な
い
日
が

続
く
、
他
人
の
こ
と
が
気
に
な
る
、
乱

暴
す
る
、
職
場
や
学
校
へ
行
か
な
い
な

ど
、
心
に
問
題
を
お
持
ち
の
方
は
、
精

神
衛
生
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
代

理
の
方
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

▽
日
時
　
十
二
月
十
五
日

　
　
　
午
後
一
時
三
十
分

▽
場
所
　
総
合
セ
ン
タ
ー
研
修
室

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

謬
今
回
は

停
あ
り
ま
せ
ん
．

駐
㌦
傳

仙 橘 上 南 千 幼川 施
田
　
〃 zノ

野
！ノ
原
zノ

手
保
育
園

稚
園
西

設
名

5
65人 歳

児
募

70 80 80 40 85 ／
4
歳
児 集

／
3
歳
児 人

10 10 10 10 15 ／ 瓢 員
80 90 90 50 100 65人 計

仙 橘 上 千 可し全 入
田 野 手 能年町 所

地 地 地 地
者間・
通た

区
域

区 区 区 区 園だ

各口社 係よ幼 配申

保お会 窓び稚 布請
育よ課 口住園 場書

園び窓 民お 所の

各口社 幼 提申

保お会 稚
出請

育よ課 場書
園び窓 園 所の
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工
業
統
計
調
査
に

　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
通
商
産
業
省
で
は
、
　
「
五
十
八
年
工

業
統
計
調
査
」
と
「
石
油
等
消
費
構
造

統
計
調
査
」
を
十
二
月
三
十
一
日
現
在

で
行
い
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
事
業
所
に
は
、

年
末
年
始
に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。　

　
　
善

　
　
　
　
　
　
　
意

　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
一
般
寄
付

※
羽
鳥
昭
一
さ
ん
（
中
央
町
）
か
ら
十

　
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
千
手
地
区
婦
人
会
か
ら
二
万
円

※
村
越
正
さ
ん
（
野
口
）
か
至
二
万
円

※
高
橋
一
さ
ん
（
三
領
）
か
ら
五
万
円

※
新
潟
川
西
農
協
婦
人
部
か
ら
二
万
一

千
五
百
二
十
円

※
木
島
に
お
住
い
の
方
か
ら
匿
名
で
一

万
円

．
中
村
勝
盛
（
坪
山
）
か
ら
、
縄
な

い
機
、
鉄
釜
、
ム
シ
ロ
、
桑
コ
キ
、

　
　
　
　
　
　
ぎ

ク
マ
デ
、
ナ
タ
鑓
、
イ
リ
郷
ヒ
ョ

　
ッ
ト
コ
、
ッ
マ
カ
ケ
型
、
鉄
錆
、
日

　
傘
、
杉
皮
、
ほ
か
多
数

●
中
村
正
隆
さ
ん
（
坪
山
）
か
ら
、
タ

　
テ
ギ
ネ

●
中
村
悌
二
さ
ん
（
坪
山
）
か
ら
、
解

●
木
村
輝
夫
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
、
ア

　
レ
カ
、
ソ
リ
、
ケ
バ
ト
リ
、
ス
リ
鉢
、

　
鋤
、
ほ
か
多
数

●
小
島
利
幸
さ
ん
（
新
町
新
田
）
か
ら
、

　
ザ
マ
、
コ
ゴ
メ
ド
オ
シ
、
感
鰯
、
万

　
石
、
ほ
か
多
数

●
保
坂
政
太
郎
さ
ん
（
大
白
倉
）
か
ら
、

　
フ
ロ
オ
ケ

●
水
品
寿
栄
さ
ん
（
三
領
）
か
ら
、
唐

　
箕

●
上
村
辰
栄
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、
リ

　
ヤ
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
お

ρ
木
村
荘
太
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
、
苧
、

峰霧●
藤
沢
部
落
か
ら
、
葬
儀
用
具
一
式

．
茂
瀞
寅
一
さ
ん
（
下
平
新
田
）
か
ら
、

藤
、
ふ
か
し
釜
・
炊
き
出
極

続
ン
リ
、
火
棚
、
ミ
ソ
こ
撫
、
竹

釘
、
馬
耕
鋤
、
ツ
グ
ラ
、
ほ
か
多
数
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魚沼地区精神薄弱児

収容施設組合で職員募集

　精神薄弱者更生施設r魚沼更生

園（仮称）」が来年4月、小出町

に開設されます。これに伴い、次

のとおり職員の公募が行われます。

①作業指導員または児童指導員

　採用予定2人
＊昭和28年4月2日以降に生まれ

た人で、児童指導員の資格を有す

る男子が望ましい。

②生活指導員または保母採用予

　定4人
＊生活指導員または保母の資格を

有し、昭和33年4月2日以降に生
まれた女子。

③調理員　採用予定1人

＊調理師資格を有し、昭和28年4

月2日以降に生まれた人。

④用務員　採用予定男子1人、女

　子1人

レ採用条件

　昭和59年4月1日から、魚沼学
園もしくは魚沼更生園勤務で採用。

》応募方法

　12月15日から来年1月14日まで

の間に関係書類を、〒946北魚沼

郡小出町大字十日町1738－2組
合立魚沼学園庶務係までお届けく

ださい。

※受験申込書は、役場社会課に用

意してあります。

　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

∂
一
“
U
い
覧
、

　
甦
竃
、
　
　
、
　
　
、

そ
ば
の
選
別
作
業

「なかまの家」で

イ
の

テ
会
ン
人
ラ
鵜
ボ
干

　
　
　
「

今
月
四
日

の
午
後
、
千

手
婦
人
会
の

人
た
ち
二
十
六
人
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
「
な
か
ま
の
家
」
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
雪
が
舞
っ
て
い
ま
し
た

が
、
　
「
な
か
ま
の
家
」
に
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ァ
の
人
た
ち
の
温
か
い
心
が
満
ち

あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
部
屋
の
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
の
整
理
は
、

入
所
者
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
行
い
、
服

や
ズ
ボ
ン
の
た
た
み
方
を
教
え
た
り
し

ま
し
た
。

作
業
棟
で
は
、
そ
ば
の
選
別
を
し
ま

し
た
。
七
ア
ー
ル
ほ
ど
の
畑
か
ら
、
約

六
十
キ
ロ
を
収
穫
し
た
そ
う
で
す
。

　
四
月
か
ら
十
月
ま
で
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
く
れ
た
方
は
、
男
子
が
老
人ノkイ　約　 ロッカー
llOloIOII69111111巳馬IO8106111118勝II96111081016鞠080III61080811恥OIIO8麿8101111009111011801

ク
ラ
ブ
な
ど
を
中
心
に
三
百
五
十
五
人
、
一

女
子
は
婦
人
会
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
主
　
副

体
に
五
百
三
十
六
人
、
延
人
数
八
百
九
　
刷

十
一
人
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
中
に
は
　
一

個
人
で
定
期
的
に
訪
れ
て
く
れ
る
方
も
　
｝

何
人
か
い
ま
す
。
仕
事
は
農
作
業
か
ら
　
｝

入
所
者
の
世
話
ま
で
多
種
多
様
で
す
。
　
｝

　
「
な
か
ま
の
家
」
で
は
、
い
ら
な
く
　
｝

な
っ
た
ス
キ
ー
セ
ッ
ト
が
あ
り
ま
し
た
　
｝

ら
ち
ょ
う
だ
い
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。
｝

矯
．
．
聯
一
．
．
一
．
．
．
．
一
一
噂
一
．
一
9
．
．
．
畢
．
一
一
．
．
．
．
．
．
願
り
．
胴
．
一
．
．
．
聯
．
．
．
．
．
．
．
．
哺
一
．
甲
．
．
．
一
一
曹
一
．
一
一
一
＝
顧
．
一
．
．
一
一
一
．
．
．
一
．
．
．
髄
一
＝
聯
一
輪
．
一
曹
三
．
．
．
．
．
｛
働
．
．
輯
．
一
…
嶺
一
．
．
臼
｛
一
軸
．
膠
｛
一
．
．
一
．
｛
．
．
．
．
｛
．
．
．
｛
一
り
．
｛
一
一
｛
一
．
二
｛
…
｛
」
，
㌔
｛
三
8
一
一
｝
｛
…
｛
＝
，
｛
3
ξ
｝
一
一
一
｝
一
三
…
。
。
一
一
｝
一
一
㍉
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鴫難．，聯撚響鞠霧霧鑑緊襟；灘孝由1
健
康
診
査
で

成
人
病
の
予
防
を

　
老
人
保
健
法
の
施
行
に
よ
っ
て
、

今
年
か
ら
健
康
手
帳
の
交
付
や
健
康

診
査
の
内
容
な
ど
が
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
　
今
ま
で
は
、
結
核
検
診
が
主
で
、

健
康
診
断
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
健
康
診
査

と
い
い
ま
す
。

　
町
が
行
う
健
康
診
査
は
、
皆
さ
ん

か
ら
定
期
的
に
受
診
し
て
い
た
だ
き
、

検
診
結
果
を
記
録
、
保
管
し
、
こ
れ

　
　
　
　
ま
で
の
経
過
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
適
切
な
生
活
指

導
を
行
う
こ
と
が
目
的
で

す
。
　
健
康
診
査
の
方
法
は
総

合
健
診
と
い
っ
て
、
結
核

を
含
め
て
の
成
人
病
予
防

が
主
で
す
。
対
象
と
し
て

い
る
病
気
の
種
類
も
多
く

な
り
ま
し
た
（
結
核
、
高

血
圧
、
心
臓
病
、
ガ
ン
、

肝
臓
病
、
貧
血
な
ど
）
。

　
健
康
に
は
個
人
差
が
あ

り
ま
す
。
健
康
診
査
の
結

果
は
長
い
人
生
の
そ
の
と

き
ど
き
の
体
の
状
態
を
示

し
て
い
ま
す
か
ら
、
生
活

の
反
省
と
し
て
記
録
を
見

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
他

尾ゲ

欝

躍
ズ尽

・
．

健康診査の記録

人
の
値
と
比
較
し
て
一
喜
一
憂
す
る

の
で
は
な
く
て
、
こ
れ
ま
で
の
生
活

の
反
映
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。
今
ま
で
の
生
活
を
変
え
な
い
で
、

薬
や
注
射
だ
け
に
頼
る
こ
と
は
無
謀

で
す
。
生
活
の
改
善
は
自
分
自
身
で

や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
欄
に
シ
リ
ー
ズ
で
健
康
自
己

点
検
法
を
掲
載
し
て
き
ま
し
た
が
、

日
常
生
活
の
中
で
試
さ
れ
た
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
医
師
か
ら
や
健
康
診

査
の
際
の
保
健
指
導
を
実
行
し
、
次

の
受
診
時
に
報
告
す
る
と
い
う
心
構

え
が
た
い
せ
つ
で
す
。

　
定
期
的
に
健
康
診
査
を
受
け
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
保
健
指
導
を

日
常
生
活
の
中
で
生
か
す
努
力
が
、

健
や
か
で
豊
か
な
毎
日
を
送
る
た
め

の
保
証
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
葛
暑
骸
骸
暑
骸
き
骸

　
戸
籍
の
窓
か
ら

　
ツ
＠
讐
葛
葛
骸
葛
笛
骸
犠
骸
葛
骸

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

小
海
　
正
行
　
　
栄
　
町
　
　
三
四

内
山
　
カ
ウ
　
　
新
町
新
田
　
七
四

高
橋
壼
雄
　
　
三
　
領
　
　
七
六

柄
澤
ト
ク
　
沖
立
　
　
七
九

小
林
作
一
郎
　
　
中
屋
敷
　
　
八
二

喜
多
村
ヵ
ネ
　
　
四
郎
兼
　
　
八
三

村
越
タ
ケ
　
野
口
　
八
六

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
羅
鶴

（
総
蝶

　
　
　
　
田
村

明敏葉
美夫子勝

中寺長大
里　岡白
村尾市倉
か　　か
り　　り

（
◎
◎
縣
春
日
美
穆
鰭
2

耀

、
・
小
わ
輩

．
爵

　
　
　
畔
壇

太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

〇
一
陣
の
風
一
群
の
落
葉
舞
う

天
明
と
あ
る
董
桶
の
古
り
し
こ
と

夕
焼
け
て
越
後
三
山
雪
景
色

信
号
の
色
変
り
た
る
時
雨
を
り

枯
る
・
も
の
皆
打
伏
し
て
雪
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

大
川
に
映
り
て
山
の
眠
り
た
る

手
袋
の
白
さ
公
約
選
挙
戦

（
⑳
縣
鶴

（
翻

（
総

（
羅

（
⑳
雛

（
⑳
雛
（
羅
蘇
騨

（
⑳
縣
趨

（
⑳
雛
鉾

（
⑳
縣
鵜鵜欝趨蘇離都融燵吾縞關
　　　　　　美義
美佳洋益佐弘直章順吉弘珠芳勝静幸貢子孝子男子　美則子典美正予亨子巳子茂
　　十　　　　小十　　　十　十
赤赤日上栃野新　日伊島小日木日木小小坪坪
　　町　尾　潟脇町　根白町　町　白白
谷谷市野市口市　市友県倉市落市島倉倉山山力・　　　カ・　　　カ・　　　カ・　　　カ・　　　カ・　　　カ・　　　カ・　　　カ・　　　　カ・

らりりりらりbりりり

時
雨
る
・
や
昼
を
灯
し
て
機
の
窓

時
雨
る
～
や
奥
魚
沼
の
空
重
く

伊
弥
彦
の
み
山
照
ら
し
て
片
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
三
領
高
橋
た
か
し

蟷
螂
の
斧
振
り
止
め
し
初
し
ぐ
れ

北
限
と
言
わ
れ
村
上
お
茶
の
花

小
春
日
の
軒
の
小
猫
と
石
蕗
の
花

髪
白
く
顔
赤
ら
め
て
焚
火
老

頬
冠
り
し
て
去
り
も
せ
ず
焚
火
老

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
左
木
人

森
の
虹
一
刷
毛
残
り
刈
田
照
る

バ
ス
降
り
て
杖
張
る
老
に
落
葉
坂

本
置
け
ば
長
夜
を
刻
む
古
時
計

　
　
　
　
　
　
　
野
口
野
沢
寅
生

う
ぶ
声
－
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
ゆ
う
と

平
野
優
人
春
夫

　
　
　
あ
き
ら

星
名
　
晃
栄
一

　
　
　
ゆ
き
え

小
林
幸
恵
　
　
博

　
　
け
ん
た

五
十
嵐
健
太
和
彦

　
　
　
た
く

佐
藤
　
　
卓
富
幸

　
　
　
ま
す
み

押
木
真
澄
　
登

　
　
よ
う
た

星
名
陽
太
隆
之

三
男
　
東
善
寺

長
男
沖
立

二
女
県
営
住
宅

長
男
上
野

三
男
発
電
所
通
東

二
男
元
町

長
男
霜
条

心
配
ご
と
相
談

●
12
月
14
日
．
．
．
．
．
．
．
．
．
橘
出
張
所

●
1
2
月
21
日
…
…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

●
12
月
27
日
．
．
・
…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

●
1
月
5
日
．
．
．
．
．
．
．
．
．
上
野
連
絡
所

●
1
月
n
日
．
．
．
．
．
．
．
．
．
橘
出
張
所

※
時
間
は
午
後
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で
。

老
の
身
の
仕
事
と
き
め
し
冬
囲

県
境
を
へ
だ
て
越
路
の
時
雨
け
り

句
座
は
て
し
霜
の
夜
道
を
別
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
　
秀

茶
の
花
に
つ
る
べ
落
し
の
入
日
か
な

秋
茄
子
の
黄
金
漬
や
ほ
ど
の
よ
き

相
合
の
傘
に
音
し
て
時
雨
く
る

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
上
村
　
ト
ミ

丸
刈
り
の
ど
う
だ
ん
つ
つ
じ
色
ま
せ
る

茶
の
花
に
暖
か
き
日
の
暮
れ
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

蜘
蛛
の
糸
光
り
流
る
・
小
春
か
な

人
恋
う
て
廻
す
ダ
イ
ヤ
ル
時
雨
降
る


